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大学生協学生ボランティアに応対して 
  

 

宮城県生協連監事     板 垣  乙 未 生 

（大学生協東北事業連合理事長） 
                        

 
 
        

七ヶ浜、東松島で行われた４

月 18 日（月）～５月８日（日）

間の５ターム（１ターム：４泊

５日）の全国大学生協連震災ボ

ランティア活動には、全国 42
大学から200人を越える多数の

学生が参加されました。各ター

ムの挨拶において、被災地とし

ての感謝の気持ちと大学生協

の役員としての激励の意を参

加者にお伝えする機会を得た

私は幸せ者です。 
第１ターム挨拶では、ボラン

ティアセンター宿泊所の天龍

閣に隣接する瑞鳳寺の「鹿児島

県人７士の墓」の由来を述べ、

西南の役の捕囚として宮城県

集治所に収監されたこれらの

武士が野蒜、雄勝などの沿岸部

の開拓に貢献したこと、これら

の地域が今回の津波によって

大被害にあったこと、などを話

ました。 
第２ターム挨拶では、七ヶ浜

の菖蒲田に開設されていた「東

北大学海の家」を利用した私の

青春時代の楽しい思い出話を

し、七ヶ浜の復興をお手伝いす

るボランティア学生に感謝の

気持ちをお伝えしました。 
第３ターム挨拶では、

明治 29 年６月の明治三

陸大地震から３ケ月後

に東北学院に赴任した

島崎藤村が、逗留先の名

掛丁三浦屋旅館におい

て、早朝、荒浜の波音を

聞きながら「若菜集」の

作詩を行ったこと、今回

の津波によって壊滅的被害に

あった荒浜地域では明治 29 年

の津波被害は軽微であり、仙台

平野を襲った今回の津波が特

異であること、などを話ました。  
第４ターム挨拶では、「大漁

唄い込み（斉太郎節）」の由来

を紹介し、被災現地の方々がこ

の祝い歌を心から楽しめると

きが早く来ることを祈念いた

しました。 
最後の第５ターム挨拶では、

東北大学広報誌「まなびの杜」

（2001 年６月）に掲載された

東北大理学研究科箕浦幸治先

生の「津波災害は繰り返す」を

紹介し、仙台湾沖で巨大な津波

が発生する可能性を懸念する

研究が 1990 年頃から東北大学

で開始されていること、地震学

への関心を学生の間で広めて

頂きたいという私の思いなど

を述べました。 

役員エッセイ 



  
 

 

● 宮城県生協連第 41 回総会（2010 年度）第 6回理事会報告 

第６回理事会は、５月 24 日

（火）午後１時 30 分よりフォレ

スト仙台 501 会議室において開

催され、理事 13 人、監事 3 人、

顧問 1 人、オブザーバー1 人が

参加しました。 
【協議事項】 

1.第 42回通常総会議案について、

野崎和夫専務理事より提案が

あり協議しました。 
2.放射性物質による食品汚染問

題に関する宮城県知事宛要請

書について、入間田範子常務

理事より提案がありました。

農業関係者の現状についての

報告や、消費者の傾向につい

ての意見など協議しました。 
【専決事項の報告】 

1．第 42 回通常総会関連事項に

ついて、野崎和夫専務理事よ

り大震災の影響により会長理

事専決で、総会の日程および

会場を変更したこと。また連

合会理事会推薦区分役員推薦

委員を補充選任したことが報

告され、全員異議なく承認し

ました。 
2．2010 年度冬灯油価格決定の

件及び 2011 年度夏灯油暫定

価格決定の件について、野崎

和夫専務理事より専務理事専

決したことの報告があり、全

員異議なく承認しました。 
【報告事項】 

1．東日本大震災関係対応報告、

「東日本大震災復旧・復興支

援みやぎ県民センター」への

参加報告について、野崎和夫

専務理事より報告がありまし

た。その後、会員生協の東日

本大震災に関する被害状況お

よび取り組みについて報告が

ありました。 
2．消費者支援功労者表彰報告、

国際協同組合デー集会開催計

画について、野崎和夫専務理

事より報告がありました。 
3．2011 年度県連組合員集会開

催計画、灯油関連報告 、「くら

しのひろば 2010 年」発行、及

び記者発表報告、及び消費税

率引き上げをやめさせる活動

報告について、加藤房子常務

理事より報告がありました。 
4．NPO 法人介護サービス非営

利団体ネットワークみやぎの

活動報告について、入間田範

子常務理事より報告がありま

した。 

 

● 宮城県生協連第 41 回総会（2010 年度）第７回理事会報告 

 
第７回理事会は、６月 23 日

（木）午後１時 30 分よりフォレ

スト仙台 501 会議室において開

催され、理事９人、監事１人、

顧問 1 人が参加しました。 
【議決事項】 

1．第 42 回通常総会議案書の決

定について、野崎和夫専務理

事より提案があり協議ののち

全員異議なく議決しました。 
【報告事項】 

1．2010 年度第 2 回監事会報告

について、板垣乙未生監事よ

り報告があり了承しました。 
2．2011 年度県連組合員集会開

催準備報告、灯油関連報告、

消費税率引き上げをやめさせ

る活動報告について、加藤房

子常務理事より報告がありま

した。 
3．東京電力福島第一原子力発電

所事故にともなう放射性物質

による食品汚染問題に関する

要請報告、消費者行政の充実

強化をすすめる懇談会みやぎ

報告、東日本大震災復旧・復

興支援県民センター活動報告、

宮城県協同組合こんわ会報告

について、野崎和夫専務理事

より報告がありました。 
4．NPO 法人介護サービス非営

利団体ネットワークみやぎの

活動報告について、入間田範

子常務理事より報告がありま

した。 

宮城県生協連の活動 



山下会長（左）より若生副知事（右）へ

目録贈呈（1 次.・2 次分）  

三浦副知事（左）へ齋藤会長（右）より

目録贈呈（3 次分） 

  
 

 

● 全国の生協からの義援金募金を宮城県へ贈呈 

 
 日本生協連は、全国の生協と

ともに、被災された方の生活支

援や、被災地域の復旧に役立て

ていただくための緊急募金に取

り組んでいます。日本生協連が

開設した募金口座に寄せられた

募金額は、2011 年 5 月 31 日現

在、約 14 億円となっています。 
 5 月 10 日（火）日本生協連 山
下俊史会長が宮城県庁を訪問し、

宮城県 若生正博副知事に、1 億

5 千万円の募金目録（1 次・2 次

分）を贈呈しました。贈呈に先

立って、山下会長から生協の被

災者支援の取り組みをご紹介し

ました。また、若生副知事から

は「地震が起こって 2 週間くら

いまでは特に大変でした。そう

いう時に、あついご支援を生協

からいただき、大変感謝してい

ます。」とのお話がありました。

なお、贈呈にあたっては、宮城

県生協連から齋藤昭子会長理事、

野崎和夫専務理事が同席しまし

た。 
 6 月 10 日（金）三浦秀一宮城

県副知事に、1 億 19 百万円の募

金目録（3 次分）を贈呈しまし

た。贈呈に先立って、齋藤県連

会長理事から生協の被災者支援

の取り組みについて紹介すると

ともに一刻も早い被災者への義

援金の支給を要請しました。ま

た、三浦副知事からは、感謝の

言葉がありました。なお、贈呈

にあたっては、宮城県から渡辺

龍明消費生活・文化課長、宮城

県生協連から野崎和夫専務理事

が同席しました。  
なお、日本生協連の専用口座

とは別に、全国 170 以上の生協

などで募金活動に取り組まれて

おり、生協全体での募金総額は

合計 20 億円を超えています。 
（※2011 年5 月31 日現在：日本生協連把握分） 

 
●  「2010 年家計調査のまとめ」についての記者発表を行いました 

 

5 月 18 日（水）県政記者会に

おいて、宮城県生協連「家計モ

ニター」による『2010 年家計調

査のまとめ』についての記者発

表を行いました。 
はじめに、加藤房子県連常務

理事が、2010 年の特徴について

説明をしました。「公的負担の上

昇に対応するため、私的保険を

見直して減額しており、2006 年

月額 47,800 円が、2010 年には

40,286 円に減少している。収入

が減少するなか、税制改正や社

会保険料率の引き上げで、税金

計と社会保険計の公的負担が増

えている。5 年前と比べて、最

も減少したのは夫のこづかいが

含まれる職業主婦費で、月額

▲6,051 円と大きな減少になっ

ている。」と説明しました。 
続いて、みやぎ生協家計担当事

務局の佐藤啓子さんから、『くら

しのひろば 2010 年』の概要説明

があり、「家計簿を通して、自分

のくらしと政治の関わりの深さ

を知ることができ、世の中の動

きに関心を持つことができ、世

の中の動きが数字として表れる。

また、家計簿をつけることで家

計を見直しながら計画的に暮ら

し、情報に惑わされず安心して

生活していくことができる。」と

強く訴えました。 

宮城県生協連の活動 

※「くらしのひろば 2010 年」 URL http://www2.miyagi.coop/member/heiwa/kakeibo/detail/31/



小泉部長へ要請書を提出 

＜参加者＞ 

宮城県・・・・・ 小泉保環境生活部長、渡辺龍明消費生活･文化課長 

宮城県生協連・・ 齋藤昭子会長理事、野崎和夫専務理事、 

加藤房子常務理事 

  
 

 

● 宮城県知事へ対して『東京電力福島第一原子力発電所事故にともなう放射性物質による

食品汚染問題に関する要請書』を提出 

 
今回の東日本大震災とともに

発生した東京電力福島第一原子

力発電所の事故は、事故評価尺

度レベル７と判断され、チェル

ノブイリ事故に匹敵する状況で

あると言われています。事故発

生後、４ヶ月を経過した現在も、

放射性物質の封じ込めに追われ

ており、農産物、原乳、魚介類

において、規制値を超える放射

性物質の検出がされています。

宮城県においても基準値を超え

るセシウムが検出されています。 
 放射性物質という未知なるも

のに対する消費者の不安は膨ら

むばかりです。また、食品の安

全性などに関しても消費者へ向

けての分かりやすい情報の提供

が行われていません。 
 このようなことをふまえ、5月
25日（水）宮城県生協連では、

宮城県知事あての「食品の検

査・モニタリング調査の強化」

「宮城県の食品検査体制の早急

な復旧」「正確で分かりやすい

情報提供の強化」「風評被害を

起こさない取り組みの強化」に

ついての要請書（後掲）を、環

境生活部の小泉保部長へ提出し

要請懇談しました。 
 宮城県生協連の齋藤昭子会長

理事は「県の検査機関の早急な

復旧をお願いする。食品などの

放射性物質に関する検査につい

て、県の対策・体制や今後の計

画など明確にしてほしい。」と

要望しました。 
 小泉部長からは「財政難の中

でもあり、検査機関の復旧は最

低でも3～4年はかかる。県のホ

ームページや消費者とのリスク

コミュニケーションなど、でき

ることから取り組んでいきた

い。」との説明がありました。 
 今後、宮城県生協連では、国

や県などへの要請を行うほか、

組合員向けの学習会の開催など

を行います。 

 

 
 
 

宮城県生協連の活動 

▼宮城県ＨＰ「空間放射線線量より（これまでの推移）」



※ 「消費者支援功労者表彰」とは、消費者利益の擁護及び増進を図るため、消費者支援

活動に顕著な功績のあった個人又は団体・グループに対して、その功績をたたえ、昭和
60 年より実施している表彰制度。消費者庁の創設に伴い、2011 年度から「内閣総理大

臣表彰」「内閣府特命担当大臣表彰」「ベスト消費者サポーター賞」が設けられた。 

※ 表彰式の報告（消費者庁ホームページ） 
蓮舫大臣の活動フォトレポート http://www.caa.go.jp/action/photo/0530hyoushou.html 

 
 

  
 

 

● 宮城県労働者福祉協議会「第 48 回定期総会」開催報告 

 
5 月 25 日（水）ハーネル仙台

において、宮城県労働者福祉協

議会の「第 48 回定期総会」が開

催されました。宮城県生協連か

ら、幹事として野崎和夫専務理

事が参加しています。 
山崎透会長の挨拶の後、議事

に入り、事務局から第 1 号議案

2010 年度活動報告、第 2 号議案

2010 年度会計報告ならびに監

査報告、第 3 号議案 2011 年度活

動方針ならびにスローガンにつ

いて、第 4 号議案 2011 年度予算

についての提案がありました。

2010 年度の活動報告について、

宮城県と仙台市に対する要請行

動、「ライフサポートセンター

みやぎ」の相談受付状況、「ふく

ふくファンド（宮城労福協社会

貢献活動基金）」の経過報告等が

ありました。2011 年度活動方針

として、震災の早期復旧・復興

に向けた支援や要請等に積極的

に対応するとともに、「安心、公

正、連帯」の基本理念に基づく

社会保障制度の確立をめざして

いくことを活動の基本とするこ

とが確認されました。 
 また、新公益法人制度への対

応について、「ライフサポート

センターみやぎ」の事業のあり

方に関し、ライフサポート事業

と体制の移管の検討が必要であ

ることが報告されました。震災

復興に向けた新たな企画内容を

「文化・スポーツ実行委員会」で、

検討していくことになりました。

 
● 当会が「2011年度消費者支援功労者表彰『内閣府特命担当大臣表彰』」を受賞 

 

５月30日（月）東京永田町の

首相官邸大ホールにて、齋藤昭

子会長理事が、蓮舫消費者担当

大臣より表彰状を授与されまし

た。 
受賞理由として、「市町村消費

者行政アンケート調査を毎年度

実施し、消費者行政強化や消費

者団体の政策提言力強化に貢献

していること。食品安全行政に

関し、宮城県や仙台市への政策

提言を実施していること。」な

どが評価されました。 
蓮舫消費者担当大臣は、

「くらしの土台を揺るがす

消費者問題が発生し、その

解決には行政だけでなく消

費者団体やＮＰＯなどの住

民ネットワークが必要であ

り、消費者が中心となる社会の

原動力として更なる活躍を期待

している。」と挨拶しました。 
内閣総理大臣表彰を受けた和

田英子さん（福祉オンブズネッ

トエール・宮城県）は「今回の

受賞はみんなの活動が評価され

たもの。東日本大震災では高齢

者・障がい者からの相談も増加

している。国からの相談支援も

欠かせないので対応を急いで欲

しい。」と謝辞を述べました。 
 

宮城県生協連の活動 



講師の清水香さん（ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙﾌﾟﾗﾝﾅｰ）

  
 

 

● 「2010 年度宮城県生協連灯油モニターまとめの会」報告 

 

6 月 17 日（金）フォレスト仙

台 2 階第 6 会議室において、

「2010 年度宮城県生協連灯油

モニターまとめの会」を開催し

ました。震災のため、例年より 1
ヶ月遅れの開催となりました。

登録者 62 人中 26 人のモニター

が参加しました。 
はじめに、宮城県生協連の野

崎和夫専務理事から、灯油価格

調査に対して感謝の言葉と、宮

城県生協連灯油対策本部として

の 2010 年度運動報告がありま

した。 

続いて、みやぎ生協燃料・家

電グループの木村孝統括から、

今冬の生協灯油の需要実績につ

いて震災などの影響により前年

比 90%だったこと、お任せ給油

登録者は前年より 801 世帯増に

なったことなどについて説明が

ありました。 
その後、モニター26 人全員か

ら、灯油価格調査の振り返りの

意見・感想を出していただきま

した。「配達を行っていない 9
月・10 月の聞き取り調査は、精

神的に負担が大きい。」「生協が

価格調査をやることの意義をき

ちんと確認する必要がある。」

「日常的に灯油価格動向を意識

するようになった。」など、次年

度への課題となるような意見も

出されました。また、「震災後、

生協の灯油登録をやってて良か

った。」「生協は、ポリ缶 1 缶か

ら配達してくれるので、とても

助かる。」という意見も出ました。

今回出された意見は 2011 年度

の冬灯油の調査活動等へ反映さ

せていくこととしました。 

 
● みやぎ生協共済センターと宮城県生協連との合同学習会を開催 

 
6 月 28 日（火）フォレスト仙

台２階第７会議室において、み

やぎ生協共済センターと宮城県

生協連との合同学習会を開催し、

みやぎ生協メンバー、共済セン

ター推進担当職員（ﾀｽｸ・ｶｳﾝﾀｰ）、

ライフプランニング活動組合員

LPA、家計簿のひろば編集委員

など 74 人が参加しました。 
学習会は、地震への備えの知

識を中心とした『災害時の備え

の選択肢と、それを判断するた

めの基礎知識』と題して、講師

にファイナンシャルプランナー

の清水香さんを迎えて行いまし

た。 
講演では、「地震や災害にお

いて、人の損害に対する“公的

な保障”は手厚くなっているが、

物と賠償の損害に対する“公的

な補償”に関しては、物は私的財

産と見なされ、自己責任となる

ため、共済や保険で備えていた

ら自ら請求をすることが重要と

なる。地震保険は、法律に基づ

き国が関与する制度で、保険金

の支払いを速やかに行えるよう

に、認定基準がざっくりになっ

ている。火災保険は、補償を選

び、契約後も５年毎に見直しが

必要。これからの生活設計とし

て、まずは災害のダメージを減

少させるための「予防策」「減災

策」をたてること。”持たない”
生き方は、非常時のリスクも低

減する。」と話されました。 

災害時の公的給付は限定的で

あり、民間保険は避けられなか

ったダメージをお金で穴埋めす

るに過ぎないため、負債はでき

るだけ少なくしておき、貯蓄は

できるだけ上積みしておくこと

が、非常時にこそ有効な生活防

衛策であることが理解できまし

た。 

宮城県生協連の活動 



環境のとりくみ 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎは、安心して食生活・消費生活をおくれる環境を求めて、食品の安全行政、消費者行

政の充実強化を目指し、宮城県内の消費者組織の連携をはかり、消費者運動を促進することを目的として活動します。 【構成団体】 

宮城県生活協同組合連合会、NPO 法人仙台・みやぎ消費者支援ネット、主婦連合会仙台支部、宮城県地域婦人団体連絡協議会、宮

城県消費者団体連絡協議会、みやぎ生活協同組合、生活協同組合あいコープみやぎ、（財）みやぎ・環境とくらし・ﾈｯﾄﾜｰｸ（MELON） 

消費者行政の充実強化をすすめる懇談会みやぎの活動 

福島県生協連専務理事の佐藤一夫さん 

日生協商品検査センターの和田伊知朗さん

参加者からたくさんの質問・意見が出されました。 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台５F  ＴEL 022-276-5162  FAX 022-276-5160   
E ﾒｰﾙ sn.m10046kn@todock.jp ＵＲＬ http://kenren.miyagi.coop/katudou/consumer.m/index.htm   

 

消費者行政の充実強化を 

すすめる懇談会みやぎ 

 
 

 

 

 

 

 

● 学習講演会『放射性物質と食品の安全性について』を開催

 
6 月 29 日（水）、消費者行政

の充実強化をすすめる懇談会み

やぎ主催により、学習講演会『放

射性物質と食品の安全性につい

て』を開催し、構成団体から 101
人が参加しました。 
東京電力福島第一原発事故に

よる放射能汚染の拡大が県民を

不安にさらしています。放射性

物質という未知なるものに対す

る消費者の不安は膨らむばかり

です。 
このようなことをふまえ、宮

城県生協連では、宮城県知事あ

てに、食品の検査・モニタリン

グ調査の強化など、行政が適切

な対応をとることが必要である

との申し入れをしました。特に、

農漁業関係者にとっては、死活

問題となります。行政に適切な

対応を求めると同時に、消費

者・県民が、放射性物質につい

ての理解を深めていくこと

が必要なことから、学習講演

会を開催しました。 
 はじめに、福島県生協連の

佐藤一夫専務理事から『原子

力災害についての現地から

の報告』として、福島原発汚

染の広がりや主な原発事故

の被害状況などについての

報告がありました。幼稚園、

小・中学校、高校生の県外へ

の転入学者数は、文部科学省

（５月１日現在）によると

9,998人に上っている現状に

ついて、農産物に対する風評

被害の広がりが計り知れず、

福島産というだけで敬遠さ

れてしまうことなどの説明

がありました。子どもたちや自

分たちの地域を、「人らしく生き

る場」に取り戻すため、脱原発

に向けて運動を進めていくと話

されました。 
 続いて、日本生協連商

品検査センターの和田

伊知朗センター長から

『東京電力福島第一原

発事故による放射性物

質問題について』講演が

ありました。放射線の

影響と対応の仕方、原

発事故でおこったこと、人体へ

の影響などについて詳しく説明

されました。 
 その後、会場からたくさんの

質疑があり、放射能汚染問題に

対する消費者の不安の高いこと

がよく分かりました。今後も、

放射性物質、放射線の影響の問

題点と消費者がおさえるべき視

点などについて、理解が進むよ

うな学習会を企画していきます。 
（事務局長 野崎和夫） 

 



環境のとりくみ 

石巻大橋店にて「お茶会」 

気仙沼にて「子育てひろば」 

「なるせの郷」震災直後 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

● みやぎ生協ボランティアセンター 

 
被災された方々が普段の暮ら

しに少しでも近づけるようにと、

みやぎ生協では仙台・気仙沼・

岩沼・石巻で、ボランティアセ

ンターを立ち上げ活動に取り組

んでいます。 

ほっとできる場を提供する

「ふれあい喫茶」、暮らしに必

要なものを提供する「おゆずり

会」、子どもと一緒に遊べる「子

育てひろば」などを、県内各地

の避難所や生協の店舗・集会室

で開催しています。「震災以来、

初めてゆっくりしたわぁ～。」

「子どもが笑いながら走りまわ

っている姿が見れて嬉しいで

す。」「食器や衣類など必要な

ものがいただけてありがたいで

す。」と大変喜ばれています。

今後は仮設住宅などにも拡大し

ながら、取り組みを継続してい

きます。 

 みやぎ生協ボランティアセン

ターでは、活動していただける

ボランティアを募集しています。

お気軽にお問い合わせください。 

（生活文化部次長 須藤敏子） 

 

 
   

● 大震災からの復興をめざして 

 

3月11日午後2時46分から、

松島医療生協の「時」は止まっ

ていた。あの日から、100 日が

経過し、緩やかに「時」が刻み

始めています。 
 あの日、私たちは東松島市野

蒜にあった居宅介護支援デイサ

ービス「なるせの郷」が、大津

波に襲われ職員 3 人と利用者 12
人の大切な命と財産を失いまし

た。同時に、松島海岸診療所（医

科、歯科、デイケア）も津波被

害（床上浸水）を受け、機能不

全に陥りました。 

その時から、私たちは大きな

悲しみに鞭を打ちながら、医療

と介護の事業再開と、組合員さ

んの安否確認に全力を傾けてき

ました。更に全国からの支援隊

の後押しもあり、避難所への医

療支援や被災地支援なども行っ

てきました。 
今、松島医療生協は新たな前

進を作ろうとしています。一つ

は、失った「なるせの郷」の意

思を引き継いだデイサービスを

松島町に再建する事です。二つ

に、被害が甚大の東松島市と石

巻市の組合員への支援と支部活

動の再開を、現地の要望を聞き

ながら現地の仲間と共に、新た

な医療生協の運動の構築を作り

上げることです。長い道のりで

すが、役職員一丸となって頑張

る決意です。 
（専務理事 青井克夫） 

会員生協だより 

み や ぎ 生 協  

松 島 医 療 生 協  

お問い合わせ先 

生活文化部 TEL 022‐218‐5331 



環境のとりくみ 

太白キャンパスの「MYU スタ」の様子 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

● 3.11 震災にあって 

 

今回の東日本大震災は、2010
年度の決算で損益が大きく改善

され、更に今年度の新学期活動

も順調に推移している中での震

災でした。 
この震災で大学が立入禁止と

なり、職場を一時失った状態に

なりましたが、時間制限で入室

を許された食堂の厨房を利用し

ての炊出しや、仮事務所を事業

連合内に設けて新入生の住まい

の対応等が出来ました。 
 この間、様々な人や組織に助

けられました。情報を絶えず提

供していただき、更に大学のホ

ームページでも生協の情報を組

合員に提供してくれた東北学院、

仮の事務所を提供し復旧作業に

も人を派遣してくれた東北事業

連合、不動産斡旋の場所の提供

を快く承諾してくれた関係業者。

営業再開時には、加入の受付応

援や教科書事業の支援で全国か

らたくさんの生協の仲間が駆け

つけてくれました。 
大学生協の使命である「協

同・協力・自立・参加」を、助

けられながら私たち自身が感じ

ることができました。 
 この経験を活かし、大学への

貢献や社会貢献のできる東北学

院大生協を目指し、職員一同力

を合わせ進んでいきます。 

（専務理事 細畑敬子）

 
 
 

 
 

 

● 新入生を迎える取り組み 

 

宮城大学では３・11 東日本大

震災の影響により、2011 年度入

学式が中止となってしまいまし

た。夢と希望を抱きながら宮城

大学への入学を準備していた新

入生やそのご家族にはさぞ残念

な想いであったと思います。 
そんな事態に私たち宮城大学

生協では、生協主催で例年実施

している「新入生歓迎スタート

パーティ（通称 MYU スタ）」

を盛大に盛り上げて、中止にな

った入学式をもカバーしよ

うと考えました。 
開催連絡も新入生と接触

する機会が少ない中、アパー

ト探しの場面での宣伝、オリ

エンテーション行事内での

説明や、ツイッターでの宣伝

と、学生委員会総出で宣伝に

あたりました。学生委員自身が

被災したり、災害ボランティア

活動をしている中、協力し合い

ながら計画を進めていきました。 
大和キャンパスは 4 月 30 日

（土）、太白キャンパスは 5 月 7
日（土）に開催しました。参加

者は昨年を下回りましたが、こ

のような状況のなかでも「学科

や学部の壁を越えて友達づくり

の第一歩の場」を提供できたの

ではないかと思います。 
（専務理事 井上養明） 

会員生協だより 

東 北 学 院 大 学 生 協  

宮 城 大 学 生 協  



環境のとりくみ 協同のとりくみ 

東日本大震災復旧・復興支援みや
ぎ県民センターは、県内のすべての被
災者・被災地に対する救援と、「復旧・
復興は被災者・被災地が主役」、「憲
法が保障する人間の尊厳・幸福追求
権・生存権等が実現される社会の創
造」との見地に立ち、県民参加の復
旧・復興計画の研究・策定と実践を追
及することを目的に、2011 年 5 月 29
日（日）、県民 400 人の参加で設立さ
れた団体です。「被災者・被災地が主
役の復旧・復興」の一致点で、広範な
県民・団体と連携して活動を行ってい
ます。宮城県生協連も構成団体に参
加しており、野崎和夫専務理事が世話
人になっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 
● 宮城県協同組合こんわ会「東日本大震災からの復興をめざす共同宣言」を発表 

 

宮城県協同組合こんわ会（宮

城県農業協同組合中央会・宮城

県森林組合連合会・宮城県生協

連・日専連宮城県連合会・宮城

県漁業協同組合）では、７月 2

日（土）JA ビルにおいて、委員

総会を開催しました。委員総会

において、2010 年度活動報告・

決算、2011年度活動計画・予算、

役員、東日本大震災からの復興

をめざす共同宣言につい

て決定しました。協同組合

間協同や他団体との連携

を強化し、「県産県消運動」

「協同組合間提携活動」

「地球環境を守る運動」等

に積極的に取り組むこと

を確認しました。 

委員総会後、「東日本大震災か

らの復興をめざす共同宣言（後

掲）について」共同記者発表を

行いました。 
宮城県協同組合こんわ会に結

集する協同組合が、豊かな宮城

を取り戻すために着実な一歩を

踏み出すことを決意し、次世代

に責任を持って引き継ぐべき豊

かなこの宮城を復活させるため

の、生活と生業の再生、再建に

あたることを強く訴えました。 

 

● 「漁業の未来を考える県民のつどい」報告 

 

東日本大震災復旧・復興支援

みやぎ県民センター主催により、

7 月 3 日（日）「漁業の未来を考

える県民のつどい」を石巻専修

大学で開催し、漁業関係者や消

費者など 350 人の参加がありま

した。 

 「水産特区・漁業権を巡る

問題」について議論されまし

た。「水産特区」は、津波で

壊滅的な被害を受けた水産

業の再建に向けて民間企業

の参入を促進するもので、村

井嘉浩宮城県知事が提唱し、

政府の復興構想会議の提言に盛

り込まれたものです。 
つどいでは、県漁業協同組合

の木村稔会長が「水産特区は漁

業者に事前に相談・協議の機会

が一切なかった。」「今までは漁

協が資源管理をしながら、安定

した生産体制を確立してきた。

民間企業が参入すれば、安定し

た漁業生産は維持されなくなる

だろうし、採算が合わなくなっ

て企業が撤退したあと漁業者は

どうなるのか。」と反対の理由を

述べました。 
 会場の漁業関係者からは、「民

間企業が参入すれば利益だけが

追求され、浜だけでなく関連業

者すべてがダメになる」といっ

た意見が出されました。 
 最後に「水産業に関わる人々

の願いにこたえて地元主体の復

興をすすめ、漁業の秩序を壊す

水産特区の撤回を求めるアピー

ルを採択して、終了しました。 



 

 

 

 

 

 
 

 
 
● 夏季の節電・省エネ対策 

 

みやぎ生協は、東日本大震災

による電力の供給不足の対策に

よる、政府の受電量抑制要請に

対し以下の基本方針を決定しま

した。 

この基本方針を基に、法で規定

された電力の「使用制限」とし

て、特定された大口事業所

（500kw 以上）７事業所での▲

15％削減対策にとどまらず、全

事業所での CO2 削減、電気使

用量削減に向け、取り組みを進

めています。 
（環境管理室長 大原英範） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

生協の環境活動は、生協組合員の活動や事業における取組みを通して、環境負荷の軽減と省エネルギー、省資源、リサイクルなどの

環境保全型社会づくりに貢献していきます。組合員のライフスタイルの見直し、生産から流通・消費・廃棄までの製品のライフスタイル

の各段階における環境負荷の低減等をすすめます。 

環境のとりくみ 環境のとりくみ 

み や ぎ 生 協  

 

 

 みやぎ生協ＨＰの紹介  家庭でチャレンジ 夏の節電 ＆ 夏の節水 
☆「節電のヒント」「節水のヒント」など、情報満載！ 

☆「2011 夏の節電の取り組みチャレンジフォーム」を使って、家庭ですぐできる
節電にトライ！一週間チャレンジしてみよう！（応募締め切りは９月末まで）

http://www2.miyagi.coop/about/kankyou/news/detail/21/

主な節電対策 

・ ＬＥＤ照明やオーバーキャノピー照明への変更 

・ 冷凍室外機への散水装置取り付け 

・ 照明を半分に間引くなどの使用抑制 

・ 冷ケースの設定温度の管理や空調機器（エアコン）

の設定温度を 28 度以上にする。 

・ コーヒーメーカー、電気ポットなど不要不急の電気

製品の使用抑制 

・ デマンドコントローラを活用し電気使用の抑制カット 

【基本方針】 

経産省から求められている「夏期の電力需

給対策」について、自らの課題として積極的

に取り組むことにとどまらず、全事業所で、

最大電力削減だけでなく、総電力の使用削減

に取り組みます。 

総電力使用削減量は 15％を目標に取り組

み、期間は夏期に限定せず、2011 年度通して

取り組みます。（15％削減は、２月まで） 

この取り組みを通して、ＣＯ２削減、電気

使用料金削減を実現します。 



地産地消とは、もともと地域で生産されたものをその地域で消費することを意味する言葉です。さらに、消費者の食料に対する安全・安

心志向の高まりなどを背景に、地域の消費者ニーズに即応した生産と、生産された農林水産物を地域で消費しようとする活動を通じ

て、生産者と消費者が結びつく取組みであり、これにより、消費者と生産者とが『顔が見え、話ができる』関係で、地域の農林水産物・

食品を購入する機会を提供するとともに、地域の農林水産業と関連産業の活性化を図っていくものです。 

環境のとりくみ 地産地消のとりくみ 

“Wa!わぁ祭り”で「あいぶらんど」を 

試食（2010 年１１月７日） 

 
 

 

● 食のみやぎ復興ネットワークを結成 

  

東日本大震災は農業、水産業

とその関連業者に壊滅的な被害

をもたらしました。個人や一企

業や組合だけの力では復興出来

ないようなケースもたくさんあ

ります。みやぎ生協も加入して

いる宮城県産消提携推進協議会

が一次産業の団体、地元加工業

者、流通業者、大手メーカー、

学者などに「食のみやぎ復興ネ

ットワーク」の結成を呼びかけ

ました。準備会を５月 13 日（金）

に開催したところ 417 人もの方

に集まっていただきました。大

学の先生や日本生協連、コープ

こうべ、東都生協なども参加し

てくれました。 
 ７月 2 日（土）に結成式を行

いましたが、すでにたくさんの

プロジェクトが行われています。 
そのひとつに白菜プロジェクト

（仮名）というものもあり、８

月に種を播く白菜を被災地域の

方たちにも栽培していただくよ

う呼びかけます。白菜は塩害に

も強く割りと作りやすい野菜で

すが、みんなで白菜を作り、高

校生や生協の組合員にもレシピ

を作ってもらい、漬物などの加

工品も作ったり、寄ってたかっ

て盛り上げるつもりです。早く、

被災地の農家の方に元気になっ

ていただきたいものです。 
（産直推進本部事務局長 

沼沢美知雄） 

  
 

  

● 組合員と地場生産者で「あいぶらんど運動」を推進 

 

あいコープの 2010 年度は「あ

いぶらんど運動」に邁進した年

でした。「あいぶらんど」とはあ

いコープの夢と理想を込めて、

組合員と地場生産者が共につく

り育ててきた商品群です。あい

ぶらんどに利用結集することで

「地場産業の活性化」「食料自給

力の向上」「地域循環・環境保全」

を目指します。2010 年度は組合

員参加で「あいぶらんど」81 品

目を選定し、それらを使った食

卓提案「あいごはん」を募集す

るなど活発に取り組みました。 
「3・11」の震災で、「あいぶ

らんど」の産地である東北の農

畜産業・水産業のダメージに加

え、さらに福島原発事故による

大地と海の放射能汚染という大

きな危機に陥りました。 
私たちは「私たちの文化であ

り、風土そのものである東北の

農畜産業を滅ぼしてはならな

い。」という地産地消路線を再確

認すると同時に、組合員の安全

安心を確保するために、食品や

土壌の放射能自主測定活動を行

なうことを決定し、今その準備

に全力を挙げています。 
（専務理事 多々良哲） 

み や ぎ 生 協  

生 協 あ い コ ー プ み や ぎ  



私たちは、いつでも、だれでも安心して暮らせる社会をめざしています。介護が必要な人にとって、体のケアだけではなく、心のケア

も念頭においた利用者本位のケアプランが作成され、安心して介護サービスを受けられることが最も大切です。私たちは、知恵と力を

合わせ、良質な介護サービス提供と健全な事業運営のためにいっそうの研修にはげむとともに情報を共有しネットワークをひろげ、も

って要介護者と介護者の人権擁護（尊重）、地域住民の福祉向上に資することを NPO 法人介護サービス非営利団体ネットワークみや

ぎ（介護ネットみやぎ）の目的とします。 

環境のとりくみ ＮＰＯ法人 介護サービス非営利団体ネットワークみやぎの活動 

緊急会議 呼びかけ人 

 
 

 

 

 

 

 

 

● 2010 年度「第 5 回 介護サービス情報の公表制度調査員研修」開催 

 

4 月 21 日（木）13 時 30 分か

ら、フォレスト仙台 5 階 501 会

議室にて、調査員 34 人の出席で

開催しました。 
3 月 11 日（金）の東日本大震

災の爪あとはあまりにも大きく、

宮城県の指導により「介護サー

ビス情報の公表｣制度訪問調査

等も当面保留となり、実施を見

合わせておりました。宮城県の 4
月 21 日以降順次再開というお

しらせをうけ、介護ネットみや

ぎも 4 月 25 日（月）から調査を

再開できる運びとなり、これを

受けて、調査員研修をもちまし

た。 
今後の流れを調査員に報告し、

確認しました。 
その後、調査員一人ひとりから

震災時やその後の暮らしぶりな

どをお話していただきました。

お身内を亡くされた方、ご実家

が流されてしまった方、東松島

での調査が終わり仙石線に乗っ

ていた方、石巻の港にいて津波

を察知し山を目指した方、屋外

で地震の大きなうねりを見た方。

にもかかわらず、震災後はそれ

ぞれの形でまわりの方々へ支援

をしている様子がうかがえまし

た。 

 

● 『私たちがめざす介護保険とするための宮城県緊急会議』が「介護保険制度の改善にむ

けた要望書」提出 
 

宮城県において介護に係わる

10 の団体で構成される『私たち

がめざす介護保険とするための

宮城県緊急会議』が、３月に「介

護保険制度の改善にむけた要望

書」（後掲）提出を計画しており

ましたが、東日本大震災により

ストップしていました。 
このような状況のなか、6 月

15 日、2012 年度にむけ改正介

護保険法が国会において成立し

ました。また、震災後中止して

いた社会保障審議会介護給

付費分科会は、４月 13 日に

再開され、平成 24 年度介護

報酬改定にむけて議論を再

開し、12 月中旬までに、報

酬・基準に関する基本的な考

え方の整理・取りまとめると

しています。厚生労働省は、

第５期の介護保険料の見込みを

5,080円～5,180円程度としてい

ます。保険料の上昇をどれだけ

緩和できるかということも大き

な課題となっています。 
私たちは、できるだけ早く、

穏やかな暮らしを取り戻すこと

を切に願っています。介護保険

制度と介護の現場の崩壊を食い

止めるために、介護の現場の声

をまとめ要望書として厚生労働

大臣に提出し、県内選出の国家

議員にも送付しました。（後掲） 

（事務局長 入間田範子）

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台 3F  ＴEL 022-276-5202  FAX 022-276-5205   
E ﾒｰﾙ sn.mkaigonet2@todock.jp  ＵＲＬ http://www.kaigonet-miyagi.jp/index.html 

 

NPO 法人 
介護ネットみやぎ 



ユニセフ（UNICEF：国際連合児童基金）は、世界の子どもたちの命と健康を守るために活動する国連機関です。日本ユニセフ協会宮城

県支部は、2011 年 4 月 1 日より財団法人日本ユニセフ協会の公益財団法人への移行に伴い、名称が『宮城県ユニセフ協会』と変更に

なりました。活動や役員体制等は変わりません。（設立：1995 年 会員数：一般・学生 233 人 団体 4） 

環境のとりくみ 宮城県ユニセフ協会の活動 

©日本ユニセフ協会

女川第二小学校「ちゃっこい絵本館」（上） 
オープン式典で、ユニセフの日本人専門家國井修
医師が、「UNICEF を知っている人？」と聞くと、みん
なが「知ってる！バッグをもらった。」と答えてくれま
した。（左） 

 
 

 

 

 

 

● 『ユニセフ ちっちゃな図書館』 と 『女川町 ちゃっこい絵本館』 

 
日本ユニセフ協会は、大地震

発生から 2 週間後の 3 月 25 日

（金）「子どもに優しい空間」

づくりの一環として、震災の被

害を受けた子どもたちがいる避

難所に、“子どもに優しい空間”
を設け、そこに絵本や児童書な

どのミニライブラリーを設置し

ようと始まった｢ユニセフちっ

ちゃな図書館｣プロジェクト。 
被災地のニーズに合わせ、幼

稚園や保育園を中心に個人の皆

様からのご要望にも応じながら、

全国から寄せられた絵本や児童

書が、被災地の子どもたちに届

けられています。（6 月 6 日現

在、約 13 万冊を 650 箇所以上に

発送しました。） 
本を届けたスタッフは、「『本

がいっぱい！』と飛び上がって

喜ぶ子どもたちの姿に、本の力

を改めて実感したと話します。

日本全国のみなさまの想いがつ

まった『ちっちゃな図書館』は、

被災地の子どもたちの笑顔へと

つながっています。 
5 月 10 日（火）には、女川第

二小学校内に『ちゃっこい絵本

館』も誕生。「やっと本が読め

る！」「これ、うちにもあった

本だ！」むさぼるように本を読

む子どもたちの姿が印象的です。

「ここを通るたびに明るい気持

ちになれる。」と、カラフルで

楽しい絵本館のスペースを先生

方も喜んでくださっています。 
（事務局長 五十嵐栄子）

                              

 

 

 
 

 

〒981-3194 宮城県仙台市泉区八乙女 4-2-2 みやぎ生協文化会館ウィズ TEL 022-218-5358 FAX 022-218-5945 
E メール sn.municef_miyagi@todock.jp  ＵＲＬ http://www.unicef-miyagi.gr.jp/ 

  

宮 城 県 

ユニセフ協会 

絵本とともに・・・ 

    ～寄贈者からのメッセージ～ 

 
❤ ひさいしたおともだちへ わたしの本です。

よろこんでもらえたらうれしいです。 

❤ 大変な苦しみの中でも、光を見失うことな
く、希望をなくすことなく、命を大切にして
ください。これらの本が、一筋の光となるこ
とを願っています。  

❤ ほんの少しでも、つらい思いをした子どもた
ちが笑顔になれるよう、本を読んでいる間だ
けでも夢中になれるように心よりお祈りし
ています。  

笑顔とともに・・・ 
～受け取った方々からのメッセージ～ 

 
❤ 本を含め、すべてのものを流されてしまいました。

いただいた本の中に、子どもたちが大好きだった本
も含まれており、箱を開けたとたん、みんなで笑顔
になりました。大切に読みたいと思います。 

❤ 子どもらに読んであげているつもりが読み手であ
る私が癒やされていることを実感しています。絵本
ってすごい力があるんですね。 
あの震災からどんよりとした気分の落ち込みから
抜ききれない日々ですが、元気になれるような気持
ちにさせられます。 



(財)みやぎ･環境とくらし･ネットワーク（Miyagi Environment Life Out-reach Network）ＭＥＬＯＮは、みやぎ生協・JA宮城中央会・県漁協・

県森連・日専連の県内で活動する協同組合が中心となって設立され、1995 年 12 月に財団法人化された環境ＮＧＯ（非政府組織）で

す。ＭＥＬＯＮは、緑と水と食とを通して地球と地球環境保全の活動を行なっています。会員数は個人 859、法人 99 団体、任意団体 17

団体です。合計 975 です。（6/15 現在） 

環境のとりくみ 環境ＮＧＯ （財）ＭＥＬＯＮの活動 

県議会への提言提出 

組手什で棚を作成 

 
 

 

 

 

 

 

● 「宮城県震災復興に関する緊急提言」を提出 

 

MELON では、震災復興に関

して、環境的視野からの観点も

盛り込むことが必要であると考

え、県議会が始まることを受け

て緊急提言を作成しました。 

 6 月 2 日（木）に長谷川公一

理事長、高橋春男理事、小林幸

司事務局統括で宮城県知事宛、

宮城県議会議長宛に緊急提言を

提出しました。 
はじめに議会事務局に向かい、

当日は議会が休会中であったこ

とから事務局に提出しました。

事務局長にご対応いただき、主

旨を説明しました。また宮城県

知事室にも提出しました。 
 その後、県政記者クラブにお

いて記者会見を行い、MELON

の提言の内容について説明を行

いました。概要としましては、

地域の声を聞いて主体的な取り

組みを支援すべきということ、

環境面の規制について実情に合

わせて対応すべきということ、

がれき処理等に関する環境面で

の配慮、原発問題に関して県が

主体的により広範囲で測定し分

析・発表すべきということなど

です。全文は MELON ホームペ

ージで公表しています。 

 
● 「組手什（くでじゅう）」を寄贈 

 

「組手什」とは間伐材で作成

した切り込みの入った木の棒を

組み合わせることで、棚や間仕

切りなどが作れる組立てキット

です。社団法人国土緑化推進機

構が、東日本大震災の復旧支援

のために「緑の募金」で集めた

資金を活用して、ＮPO・各種団

体等と連携して寄贈を行ってい

ます。 
 MELON では、登米町森林組

合と協力して、この事業を請け

負い 5,000 本を寄贈しました。

登米町森林組合において組手什

を作成していただき、MELON

は避難所との連絡調整や寄贈の

際に同行して組み立てのお手伝

い等を行いました。 
 現場とのコミュニケーション

を大事にし趣旨をご理解いただ

くために、知っている方のご紹

介で寄贈先を探し、中新田交流

センター・石巻高校・山元町の

仮設住宅集会所・山元町立山下

中学校に寄贈しました。 
 寄贈の際にはたくさんの方々

と一緒に棚などを作成し、最初

は慣れない様子だったみなさん

も、作っていくうちにどんどん

表情が明るくなり工夫して思い

思いの棚を作成されていました。

皆さんの笑顔が見られただけで

も取り組んだかいがありました。 
組んだ後も組み換えが可能です

ので、将来仮設住宅やご自宅に

移られた後も活用していただけ

ればうれしいです。 
（事務局統括 小林幸司） 

 

〒981-0933 仙台市青葉区柏木 1-2-45 ﾌｫﾚｽﾄ仙台５F  ＴEL 022-276-5118  FAX 022-219-5713   
E ﾒｰﾙ melon@miyagi.jpn.org  ＵＲＬ http://www.melon.or.jp/melon/index.htm   

  

MELON 事務局  
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